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平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

（
閣
予
第
一
号
）

平
成
三
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）　

（
閣
予
第
二
号
）

平
成
三
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
１
号
）　

（
閣
予
第
三

号
）

委
員
長
報
告

　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
平
成
三
年
度
補
正
予
算
三
案
の
委
員
会
に

お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

一
般
会
計
予
算
の
補
正
は
、
歳
出
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
等
事
業
費
、
給

与
改
善
費
等
、
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
き
、
特
に
緊
要
と
な
っ

た
事
項
に
つ
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
し
、
歳
出
の
追
加
総
額
は
一
兆
七
千
二

百
八
十
六
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
、
既
定
経
費
の
節
減
、
地
方
交
付
税
交
付
金
及
び
給
与
改
善
予
備
費

の
減
額
等
一
兆
四
千
六
百
二
十
六
億
円
の
修
正
減
少
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
歳
出
の
純
追
加
額
は
二
千
六
百
六
十
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
等
を
勘
案
し
、
租
税
及

び
印
紙
収
入
二
兆
七
千
八
百
二
十
億
円
の
減
収
を
見
込
む
一
方
、
四
条
公
債

一
兆
三
千
八
百
七
十
億
円
の
追
加
発
行
を
行
う
ほ
か
、
前
年
度
の
決
算
上
の

純
剰
余
金
を
臨
時
異
例
の
措
置
と
し
て
全
額
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
一

兆
四
千
二
十
五
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
補
正
の
結
果
、
平
成
三
年
度
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も

当
初
予
算
に
二
千
六
百
六
十
億
円
を
追
加
し
、
七
十
兆
六
千
百
三
十
五
億
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
予
算
の
補
正
に
関
連
し
て
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付

金
特
別
会
計
な
ど
十
八
特
別
会
計
と
国
民
金
融
公
庫
及
び
中
小
企
業
金
融
公

庫
に
つ
い
て
、
所
要
の
補
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
三
案
は
、
去
る
十
二
月
六
日
国
会
に
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
か
ら

の
送
付
を
待
っ
て
十
二
日
、
羽
田
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た

後
、
十
二
日
及
び
本
日
の
二
日
間
、
宮
澤
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
関
係
各
大

臣
に
対
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
の
う
ち
、
補
正
予
算
並
び
に
景
気
の
現
状
判
断
に
か
か
わ
る
質
疑
と

し
て
、
「
本
補
正
で
は
、
二
兆
七
千
八
百
億
円
の
税
収
不
足
に
対
応
し
て
、

建
設
国
債
が
一
兆
三
千
八
百
七
十
億
円
も
追
加
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
財
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
た
い
。
ま
た
貿
易
保
険
特
別
会
計
へ

二
百
三
十
五
億
円
が
追
加
繰
入
れ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
減

速
し
つ
つ
も
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
政
府
の
景
気
判
断
は
、
国
民
に
わ
か
り

や
す
い
表
現
で
示
さ
れ
た
い
。
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
宮
澤

内
閣
総
理
大
臣
及
び
羽
田
大
蔵
大
臣
並
び
に
渡
部
通
商
産
業
大
臣
か
ら
、

　

「
本
補
正
は
、
巨
額
な
税
収
不
足
の
も
と
で
、
災
害
、
給
与
等
義
務
的
経
費

の
追
加
補
正
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
既
定
経
費
の
節
減
等
を
行
っ
て

も
、
な
お
不
足
す
る
金
額
は
建
設
国
債
の
追
加
発
行
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
平
成
四
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る



が
、
借
金
依
存
を
続
け
て
行
く
こ
と
は
、
金
利
及
び
償
還
の
負
担
か
ら
財
政

が
圧
迫
さ
れ
る
た
め
、
建
設
国
債
と
言
え
ど
も
縮
減
に
努
力
し
て
行
く
ほ

か
、
赤
字
国
債
に
つ
い
て
は
厳
に
つ
つ
し
ん
で
行
く
べ
き
で
、
こ
う
し
た
哲

学
を
き
ち
っ
と
守
っ
て
財
政
を
運
営
し
て
行
き
た
い
。
貿
易
保
険
特
別
会
計

は
、
近
年
、
発
展
途
上
国
等
に
対
す
る
債
務
返
済
の
繰
延
べ
が
多
額
に
の
ぼ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
金
の
支
払
い
が
か
さ
み
、
こ
れ
を
借
入
金

等
で
賄
っ
て
い
る
が
、
経
理
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
初
予
算

で
は
、
一
般
会
計
か
ら
八
十
五
億
円
の
資
本
金
繰
入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
国
際
的
な
協
議
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
に
対
す
る
公

的
債
務
を
軽
減
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
た
め
、
本
補
正
で
さ
ら
に
追
加
措

置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
景
気
判
断
の
表
現
は
、
分
か
り
や
す
い
方

が
良
い
と
考
え
て
い
る
が
、
経
済
の
現
状
を
見
る
と
、
今
は
バ
ブ
ル
経
済
を

脱
し
つ
つ
あ
る
段
階
で
、
そ
の
実
態
は
、
バ
ブ
ル
以
前
の
経
済
の
水
準
よ
り

良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
産
業
界
か
ら
見
る
と
、
景

気
の
拡
大
ス
ピ
ー
ド
が
急
に
減
速
し
た
た
め
、
不
況
感
を
強
く
感
じ
る
な

ど
、
景
気
の
受
け
止
め
方
に
政
府
と
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
れ
以
上
景
気
を
悪
く
さ
せ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
厳
し
い
財
政
状

況
を
考
慮
し
、
財
政
投
融
資
等
色
々
な
工
夫
を
し
て
行
き
た
い
。
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
は
こ
の
ほ
か
、
宮
澤
内
閣
の
政
治
姿
勢
・
倫
理
問
題
、
外
交
問
題
、

経
済
・
財
政
問
題
、
来
年
度
予
算
編
成
問
題
な
ど
広
範
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
吉
岡
委
員
が
反
対
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
吉
田
委
員
が

賛
成
の
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
平
成
三
年
度
補
正
予
算
三
案
は
賛
成
多

数
を
も
っ
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




